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学 位 論 文 題 目 マイクロパターン付き細胞培巻ディ.ッシュを用いた
心筋細胞網の作成
論 文 審 査 委 員 教授 許 南浩 教授 保田 立二 准教授 高橋 英夫
学 位 論 文 内 容 の 要 旨
近年､培毒心筋細胞を使ったシー トが考案され､再生医療への応用が期待されている｡
今回マイクロパターンを持つ樹脂の上で心筋細胞を培養 し､網状の心筋細胞シー ト作成
を試みた｡新生仔ウィスターラットから摘出した心筋細胞をマイクロパターン付きディ
シュ上に培養 し網の作成を試みた｡コマ撮 り顕微鏡撮影装置 (Timelapsesystem)によ
って撮影 したところ､隣り合う細胞同士で結びつき､次第に太い紡錘状の細胞からなる
心筋細胞からなる網を形成 した｡完成 したネットワークでは､心筋細胞同士が規則正 し
く配列 し､全体が同期 して収縮することが確認された｡Rhodaminephaloidin染色を施
したところ､心筋のアクチン線維が規則正 しい構造をとることが確認された｡通常ディ
ッシュの上で培養された細胞は現則正 しい配列を示さなかった｡
マイクロパターン付き細胞培養ディッシュを使用 し､心筋細胞を規則正 しい配列を持つ
網状に培養することに成功 したO
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
近年､培養心筋細胞を使ったシートが作成され､再生医療への応用が期待されている｡
浦川茂美君は､マイクロパターンをもつ培養器が心筋シートの作成に有用であるかどうか
を検討した｡新生仔ウイスターラットから掃出した心筋細胞をマイクロバターン付きディ
ッシュで培養したところ･隣接する細胞間で結びつき､大きな紡錘状の細胞からなる網状
構造を形成した｡完成したネットワークでは心筋細胞が規則正しく配列し､全体が同期し
て収縮した｡また､アクチン線維も規則正しい配列を取っていた｡以上の結果から浦川君
は､マイクロパターン付きディッシュは心筋シートの作成に有用であると結論した｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
審 査 概 要 :
予備審査委員会は得られた知見に一定の意義があるものの､主に細胞の解析に不十分な点が
あると判定し､追加報告の提出を要請することとした.
後日､追加報告書の提出を受けて､予備審査委員会は､本研究はより実用的な心筋シー
ト作成に貢献する結果を得たものと判定した｡
